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逗子 の ハマ オモ トヨ トウ 


森下 和彦 
249 逗子 市 新宿 2-2-16 


Brithys crini crini (Fabricius) (Noctuidae) found in Zushi City, Kanagawa-ken, Japan 
Kazuhiko MORISHITA 


2-2-16, Shinjuku, Zushi City, 249 Japan 


Abstract A new locality of Brithys crini crini (Fabricius) is recorded, with Crinum latifolium 
as the larval food plant. A fungus parasitic on the pupa was found. 
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ハマ オモ トヨ トウ Brithys crini (Fabricius) は ヒガ ン バ ナ 科 Amaryllidaceae, 主として ハマ オモ ト 属 
Crinum を 寄主 と する アフ リカ ・ ア ジア 種 で , 日 本 で は ふつ う ハ マオ モト 線 (年 平均 等 温 15*C 線 ) の 南 
側 に 発生 する . 1993 年 9 月 6 日 , 逗子 市 の 自宅 の 庭 で イ ンド ハマ ュ ウ Crinum latifolium に 加害 中 の 本 
種 中 齢 また は 終 齢 幼虫 約 100 頭 を 発見 し た . は じ め て の 本 種 発 生 ゆ え そ の まま 放置 , 観察 し た が , 幼虫 
は 好 ん で 葉 肉 内 に 食い ぃ 入り, 葉 の クチ クラ GR) を 透明 に 残し 食い に 進む. その 後 1 週間 ほど で 1.5 m 四 
方 に ひろ が っ た 緑 葉 部 を ほとん ど 潰 滅 さ せ , 偽 茎 部 に 潜入 し は じ め た . 9 月 12 日 止む を 得 ず 数 頭 を 植木 
鉢 で 飼育 する こと と し , 他 は 駆除 し た . 飼育 し た 幼虫 は 9 月 18-22 AERA D MELZ. 10 月 13 
日 1 の が 羽化 , 同 14 日 , 本 種 に 生じ た サナ ギタ ケ (冬虫夏草 ) を 発見 , 地下 約 2 cm に 菌糸 に 包ま れ た 
WE Ze mE SS UIc. 


10 月 25 日 充分 に 生長 し た と 思わ れる 同 サ ナギ タケ を 撮影 し 。 その 本 体 は 10 月 27 日 横須賀 市 博物 館 に 
寄贈 し た . 植物 担当 学芸 員 大 森 勇 治 氏 に よる と 新種 の 可能 性 が ある と の こと で あっ た . 参考 まで に 写真 
を 添え て お く .。 





Fig.1. Brithys crini crini, larvae on Crinum latifolium, Zushi City. 
Fig.2. A tungus parasitic on the pupa, Zushi City. 
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Fig.3. 三浦 半島 の ハマ オモ トヨ ト ツ 発生 確認 地 。 大 場 。 1984 に 加筆 . 
Distribution of Brithys crini in the Miura Peninsula. 


三浦 半島 の ハマ オモ トヨ トウ の 分 布 は 第 3 図 の と お り . 既知 発生 地 は 〇 印 。 城ヶ島 。 天神 島 お よび 東京 
湾内 の 猿島 (この 島 の ハマ オモ ト は 栽植 され た も の ). 食 草 は すべ て ハマ オモ ト Crinum asialicum var. 
japonicum で あっ た な た . 
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Summary 


On 6th September 1993, I found swarms of larvae of Brithya crini crini feeding on Crinum 
latifolium in my garden in Zushi City, Kanagawa-ken. Many bored into the inside of thick leaves, 
with the cuticule left transparent. The larvae almost destroyed the plant above the ground before 
12th Sept. when I killed them leaving a few of them for observation in captivity. The larvae 
pupated under the ground from 18th to 22nd Sept. On 13th October one male emerged, and on 25th 
Oct. I found a parasitic fungus growing from the pupa. I confirmed a pupa covered by the mycelia. 
The fungus, probably an unknown species, is preserved in Yokosuka City Museum, Kanagawa- 
ken, Japan. 
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